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サーモスタット混合水栓
SF-KA346TR 型

この説明書に記載されている注意事項
は、必ず守ってください。
不適切な使用により事故が生じた場合、
当社は責任を負いかねますので、あらか
じめご了承ください。
転居される場合、次に入居される方にこ
の説明書と保証書をお渡しください。

緊急止水弁付

上記の品番は代表品番です。品番の特定は商品の品番シールをご確認ください。
品番シールの位置は「アフターサービスについて」をご覧ください。

取扱説明書
このたびは当社商品をお買い求めいただき誠にありがとうございました。
ご使用前にこの説明書をよくお読みのうえ正しくご使用ください。
お読みになったあともすぐに取り出せる場所に大切に保管してください。

工事店様へのお願い
貴店名ならびに据付引渡し日を保証書にご記
入のうえ、お客さまに必ずお渡しください。
また、定期的に交換が必要な部品があること
をお客さまに必ずお伝えください。
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商品概要

緊急止水弁⇒ P.5
使用中に給水ホース継手が
外れても、緊急止水弁が作
動して漏水を防ぎます。

開閉ハンドル⇒ P.14
湯水の出し止め、流量調節が
できます。

こんなときは
給湯器で設定した温
度の湯が出ない

サーモスタット混合水栓は、水を混合して吐水温
度を調整しています。給湯器の設定温度より吐水
温度は低くなります。「給湯器と組み合わせてご使
用の場合」、「温度調節ハンドルの位置調整」をご
確認ください。
給湯器と組み合わせてご使用の場合 P.6
温度調節ハンドルの位置調整 P.29

流量が少ない 流量調節栓で流量の調整をしてください。 P.27
その他のお困りごと
は

「修理を依頼される前に」をご確認くださ
い。

P.23
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各部の名称
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ご使用前に

●洗濯機と接続する前に

1.	洗濯機用水栓が止水されていることを
確認する。

2.	保護キャップが付いている場合

保護キャップを取り外す。

3.	緊急止水弁を簡単に押し開くことがで
きることを確認する。

緊急止水弁が動かない場合は、
P.5 の【緊急止水弁の解除方法】
を参照して解除する。
少量の水が出る場合がありますので
ご注意ください。
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給水ホース継手は、日本電機工業会規格
(JEM) 品を使用してください。
( 目安となる寸法は、給水ホース継手内側の
深さ 24mm、給水ホース継手奥の内径
6mm または 8mm です。)
それ以外の給水ホースでは異音や漏水、吐
水できないなどのおそれがあります。

ビス止め式の接続金具は使用しないでくださ
い。
ビス止め式の接続金具を使用すると、ニッ
プルが破損するおそれがあります。

【二槽式洗濯機の場合】
二槽式洗濯機へ取り付ける場合は、別売りの
A-1897 をお買い求めのうえ、取り付けて
ください。
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●洗濯機との接続方法

1.	洗濯機のホースカプラーを水栓に取り
付ける前に、開閉ハンドルが閉まって
いることを確認して、左図のように緊
急止水弁を押す。

2.	ホース側の接続部を分岐栓にきちんと
奥まではめ込む。

3.	はめ込み後、反対にホースを強く引き、
抜けないことを確認する。

4.	抜け防止の引っかけ部を左図のように
きちんとかける。

5.	接続が完了したら、水栓のハンドルを
ゆっくり開き、漏水がないか確認する。

【緊急止水弁の解除方法】
緊急止水弁が作動した状態で、ホース継手を
接続することはできません。
水栓のハンドルを閉じてから、緊急止水弁を
押してください。
少量の水が出ますのでご注意ください。
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●給湯機器と組み合わせてご使用の場合
給湯器の設定温度は、ご希望の吐水温度より高めに設定してください。
ただし、ヤケド防止のため、60℃を超えない設定にしてください。
※給湯温度は 50℃以上60℃以下の設定をおすすめします。
     
 湯水が出るしくみ
サーモスタット混合水栓は、湯と水を混合
して吐水温度を調整しています。
吐水温度は給湯器の設定温度より低くなり
ます。

 

• 給湯温度を変更すると、温度調節ハンドルの表示どおりの湯が出なく
なる場合があります。

※温度調節ハンドルの再調整を行ってください。
• 少ない流量で使用すると、給湯器が作動しない場合があります。
※給湯機の取扱説明書にて最低動作流量をご確認のうえご使用ください。
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●温度調節ハンドルの位置の確認
温度調節ハンドルは出荷時に設定していますが、使用条件 ( 給水・給湯圧
力、給湯温度 ) が異なると、表示どおりの温度が出ないことがあります。
吐水温度が表示どおりになっているか次の手順でご確認ください。

1.	温度調節ハンドルの目印を適温の目安
位置に合わせます。

2.	開閉ハンドルを上側いっぱいにまわし
て、吐水温度を確認します。

吐水温度が 適温 ( 約 40℃ ) で
ある

そのままご使用いただけます。

適温 ( 約 40℃ ) に
合っていない

「温度調節ハンドルの位置調整
(P.29)」をご参照いただき再
調整をしてください。
LIXIL 修理受付センターにおいて
もハンドル調整を承りますが、保
証期間内でも有料作業となります。
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安全上のご注意
• ご使用前にこの「安全上のご注意」をよくお読みいただき、正しくご使
用ください。

• ここに示した注意事項は状況により重大な結果に結び付く可能性があり
ます。いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守っ
てください。

• お読みになったあとは、ご使用になる方がいつでも見ることができる場
所に必ず保管してください。

用語および記号の説明
「取扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負う危険な状態が
生じることが想定されます。」
「取扱いを誤った場合に、使用者が軽傷を負うかまたは物的損害のみが
発生する危険な状態が生じることが想定されます。」
「注意しなさい！」( 上記の『警告』、『注意』と併用して注意をうなが
す記号です。必ずお読みになり、記載事項をお守りください。)
「してはいけません！」( 一般的な禁止記号です。)

「分解してはいけません！」

「指示した場所には触れてはいけません！」

「指示通りにしなさい！」( 一般的な行動指示記号です。)
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.警告：ヤケドをしないために
小さいお子さまだけでのご使用は避けてください。
※ヤケドやケガをするおそれがあります。

給湯器の設定温度は 60℃より高温にしないでくださ
い。
※水栓が破損し、ヤケドや家財などを濡らす財産損害

発生のおそれがあります。
※十分な機能を発揮させるため、50℃以上 60℃以下

をおすすめします。
高温の湯をご使用のときは、吐水口やホースが高温に
なっていますので、直接触れないでください。
※ヤケドをするおそれがあります。
水栓の左側 ( 壁付水栓の場合は湯側取付脚 ) は、高温に
なっていますので、直接触れないでください。
※ヤケドをするおそれがあります。
高温の湯をご使用のあとは、必ず温度調節ハンドルを
適温以下の位置に戻してください。
※高温の湯が出て、ヤケドをするおそれがあります。
サーモスタット混合水栓の温度調節ハンドルは、ゆっ
くりとまわしてください。
※高温の湯が出て、ヤケドをするおそれがあります。
温度調節ハンドルの調節位置を確認してから吐水して
ください。
※高温の湯が出て、ヤケドをするおそれがあります。
給水圧力は必ず給湯圧力以上にしてください。
※高温の湯が出て、ヤケドをするおそれがあります。

ストレーナーの掃除をするときは、必ず流量調節栓を
閉めてください。
※湯水が噴き出し、ヤケドや家財などを濡らす財産損

害発生のおそれがあります。
【寒冷地の場合】
水抜栓は、水抜き以外の目的で開けないでください。
※高温の湯が出てヤケドをしたり、湯水が噴き出して

家財などを濡らす財産損害が発生したりするおそれ
があります。
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.警告：ヤケドをしないために
【寒冷地の場合】
水抜きをするときは、必ず手を保護してください。また、
湯側の水抜きをするときは、十分に冷めたことを確認
してから実施してください。
※高温の湯が出て、ヤケドをするおそれがあります。
定期的に配管の漏水やガタツキがないか確認してくだ
さい。
※部品破損によりヤケドやケガをしたり、漏水で家財

などを濡らす財産損害発生のおそれがあります。

.警告：正しくご使用いただくために
修理技術者以外の人は絶対に、分解したり、修理・改
造したりしないでください。
※ケガや、故障・破損のおそれがあります。

. .注意：正しくご使用いただくために
水道水および飲用可能な井戸水以外は使用しないでく
ださい。
※商品の内部腐食により、漏水、故障の原因となります。
※飲用可能な井戸水とは、水道法に定められた飲料水

の水質基準に適合する水をいいます。
衝撃を与えたり、もたれかかったりしないでください。
※破損してケガをしたり、漏水、故障の原因となります。

使用後は必ず水栓のハンドルを閉めてください。
※漏水で家財などを濡らす財産損害発生のおそれがあ

ります。
全自動洗濯機および 2槽式洗濯機の給水ホース継手は、
日本電機工業会規格(JEM1206)品を使用してください。
( 目安となる寸法は、給水ホース継手内側の深さ
24mm、給水ホース継手奥の内径6mm又は8mmです。)
※それ以外の給水ホースでは「異音」「漏水」「吐水で

きない」などが発生するおそれがあります。
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. .注意：正しくご使用いただくために
ビス止め式の接続金具は使用しないでください。
※ビス止め式の接続金具を使用するとニップルが破損

するおそれがあります。

給湯用としてご使用の場合は、高温の湯をご使用にな
りますと洗濯機用給水ホースなどの寿命を著しく早め
ますので、必ず洗濯機の使用説明書に記載されている
範囲で使用してください。
ハンドルはゆっくり操作してください。
※ハンドルを急に閉めると配管に衝撃が加わり、配管

の損傷による漏水で、家財などを濡らす財産損害発
生のおそれがあります。
中性洗剤以外は使用しないでください。
※変色や破損のおそれがあります。

めっきのハガレはそのまま放置せずに、修理依頼をし
てください。
※はがれためっきやキズでケガをするおそれがありま

す。修理依頼はお買い求めの取扱店または LIXIL 修
理受付センターへご連絡ください。
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.注意：凍結防止のために
凍結のおそれがあるときは、本誌内「凍結のおそれが
ある場合」をご参照のうえ、凍結予防を確実に実施し
てください。寒冷地の場合は、配管と水栓の水抜き操
作を同時に行ってください。
※凍結破損で漏水し、家財などを濡らす財産損害発生

のおそれがあります。
※凍結による破損は保証期間内であっても有料修理と

なります。
凍結のおそれがあるときは、水栓周囲の温度が氷点下
にならないようにしてください。
※水栓が凍結すると部品が破損し、漏水の原因となり

ます。配管部などに保温材を巻いてください。
※凍結による破損は保証期間内でも有料修理となりま

す。
解氷機をご使用の場合、水栓には絶対に通電しないで
ください。
※水栓が発熱して破損し、家財などを濡らす財産損害

発生のおそれがあります。
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ご使用方法

温度の調節
温度調節ハンドルをまわすと、吐水温度を調
節できます。
吐水温度はシャワー側と吐水口側で温度差
がある場合があります。

【高温の湯を出す場合】
安全ボタンを押しながら、温度調節ハンドル
をまわしてください。
安全ボタンは、ヤケドを防止するため、適
温の目安位置を超えた付近で温度調節ハン
ドルをロックするものです。

 注意
高温の湯をご使用のあとは、必ず温度調節ハンドルの目印を適温の目安
位置より奥側にしてください。
※高温の湯が出てヤケドをするおそれがあります。

 

給水温度は季節を通じて一定ではありません。この温度変化によりハ
ンドルの位置と吐水温度が合わなくなることがあります。
一年を通して快適にご使用いただくために、給湯器の設定温度を「夏
は低め」「冬は高め」に設定することをおすすめします。
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水を出す・止める・流量を調節する
開閉ハンドルを上にまわすと湯水が出ます。
まわし具合で流量を調節できます。

開閉ハンドルのポイントを左図の止水表示
マークの位置に合わせると湯水が止まりま
す。

開閉ハンドルはゆっくり操作してください。水を止めたときに『ドン』
と音がするウォーターハンマー現象が発生する場合があります。

※配管の破損や漏水の原因となります。
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凍結のおそれがある場合
水栓や配管が凍結すると部品が破損し、漏水の原因となります。
凍結による破損は、保証期間内でも有料修理となります。
凍結のおそれがある場合や、長期間使用しないときは、急な冷え込みにそ
なえて、凍結予防を行ってください。

凍結予防のしかた
浴室内の温度が氷点下にならないようにしてください。なお氷点下になる
ことが予想される場合は「換気扇を止めて」「窓を閉めた」うえで、次の
対策をしてください。

一般地の場合
以下の対策で凍結を予防できる場合があります。
• 少量の糸引き状の水を出したままにする。
• 配管などに保温材を巻く。

寒冷地の場合
凍結のおそれがある場合は、次の手順で水栓の水抜きをしてください。
 準備

• 洗濯機の給水ホースを外します。
ホース内の残水は、洗面器等で受けてください。
• ご自宅の配管の水抜きをしてください。
必ず実行してください。配管内の水抜きを行っていないと、水栓内の
水が十分に抜けず凍結のおそれがあります。
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1.	開閉ハンドルを止水位置に戻す。

2.	水側と湯側の取付脚の水抜栓を開け
る。

3.	水栓本体の水抜栓を開ける。

4.	開閉ハンドルをまわす。

5.	ニップル先端の緊急止水弁を押し込み
空気を入れる。
少量の水が出ますのでご注意くださ
い。
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6.	温度調節ハンドルを数回まわす。

 ポイント
水抜きを行っても水栓内に残った水滴が凍りつき、水が出てこないこと
があります。その場合は、水栓にタオルなどを巻き付け、ぬるま湯をか
けてください。

 

【通水再開のしかた】
通水を再開するときは、以下の手順で行ってください。
• 水側と湯側の取付脚の水抜栓を閉める。（手順 2 の逆の操作）
• 水栓本体の水抜栓を閉める。（手順 3 の逆の操作）
• 開閉ハンドルを止水位置に戻す。
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日常のお手入れ
いつまでもご愛用いただくために、普段のお手入れは次のことに注意して
ください。

布などを使用したお手入れ
• 汚れは、乾いた柔らかい布で拭き取ってください。汚れがひどいときは、
薄めた中性洗剤を含ませた布で拭き取り、その後水拭きしてください。

• 水栓の裏側や狭い隙間などは、30cm 程度の薄い布の両端を持ち左右
に動かしながら拭き取ってください。

• お手入れ後は、水滴や汚れ、洗剤を残さないようから拭きしてください。
 重要
商品の表面を傷めるおそれのある以下のものは使用
しないでください。
• クレンザー、磨き粉などの粒子を含んだ洗剤
• 酸性洗剤、塩素系漂白剤、アルカリ性洗剤
• 研磨粒子入スポンジ、ナイロンたわし、ブラシな
ど

• シンナー、ベンジンなどの溶剤
※ヒビ割れや変形、変色、故障、性能劣化の原因と

なります。
 

• メラミンフォーム ( スポンジ ) をご使用の際は、こすりすぎるとキズが
つくことがありますのでご注意ください。

• 壁面のタイルなどをカビ取り剤などで洗浄した場合は、タイルおよび水
栓を十分水洗いしてください。

• 着色されたうがい薬などが商品に付いた場合は、商品表面の変色の原因
となりますので、すぐに水洗いしてください。

※変色やキズがついてしまった場合は、お買い求めの取扱店・販売店また
は LIXIL 修理受付センターへお問い合わせください。
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定期的なお手入れ
長くご使用いただくために定期的なお手入れをおすすめします。お手入れ
のときに異常を見つけた場合は、お買い求めの取扱店または LIXIL 修理
受付センターへ修理をご依頼ください。
また漏水している場合は、修理を依頼される前に止水栓または元栓を閉め
てください。

ストレーナーの掃除
吐水量が少なくなった場合はストレーナーのゴミ詰まりが考えられます。
ときどき次の手順で掃除を行ってください。
 重要

• 作業前に湯側 (左 )の取付脚が熱くないか確認してください。
※ヤケドのおそれがあります。

• ストレーナーの掃除をする前に必ず流量調節栓を閉じてください。
※閉じずに作業を行うと高温の湯が吹き出しヤケドをしたり、家財な

どを濡らす財産損害発生のおそれがあります。
 

1.	マイナスドライバーで湯側・水側の両
方の流量調節栓を右側いっぱいまでま
わして閉じる。
閉じるときに、どの程度回転させた
かを覚えておくと、掃除後開くとき
に調節しやすくなります。

2.	開閉ハンドルを まわして、水が出ない
ことを確認し、元の位置に戻す。
吐水口から水が出ることがあります。
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3.	マイナスドライバーでホルダーを矢印
の方向へまわして、ホルダーとスト
レーナーを取り外す。
流量調節栓を触らないようにしてく
ださい。

4.	ストレーナーに付いたゴミや汚れを歯
ブラシなどを使用して水洗いする。

5.	ホルダーとストレーナーを取り付け、
流量調節栓を湯側・水側の両方とも元
の位置まで開ける。
流量調節栓は、必ずホルダーとスト
レーナーを取り付けたあとに開けて
ください。

流量が合わなくなった場合は、P.27 をご参照いただき調整して
ください。
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水まわりの漏水 ( 年 2回以上 )
水まわりの漏水がないか点検してください。
見えない部分は特に注意が必要です。
劣化・摩耗などで部品が破損し、ケガをした
り、漏水して家財などを濡らす財産損害発生
のおそれがあります。

水栓本体のガタツキ ( 年 2回以上 )
水栓本体のガタツキがないかを確認してくださ
い。
水栓本体にガタツキがあるままご使用になる
と、配管に負担がかかり、漏水の原因となり
ます。

温度調節ハンドルのお手入れ ( 月 1回 )
温度調節ハンドルをときどきまわしてくださ
い。
温度調節ハンドルを長期間まわさずに使用す
ると機能部に水アカなどが付着し、温度調節
機能が損なわれるおそれがあります。
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定期的な部品交換のお願い
安全 ･ 快適にご使用いただくため定期的な部品交換が必要です。お買い求
めの取扱店または LIXIL 修理受付センターへ修理をご依頼ください。
※部品交換の際は、商品状況により摩耗箇所以外の部品交換も必要な場合

があります。

摩耗劣化する部品の交換
• 部品が摩耗 ･ 劣化すると漏水などの原因となるため交換が必要です
※保証期間外の各部品交換は、有料になります。

• 摩耗劣化する部品の例 ( 水栓の種類によって異なります )
例） 逆止弁、ハンドル、ハンドシャワー、シャワーホース、シャワーフッ

ク、ソケット部、バルブ部 ( 切替弁など )、温度調節カートリッジ、
パッキンなど

逆止弁は3～5年を目安に交換してください。
逆止弁が正常に機能しなくなると、水が逆流するおそれがあります。また
漏水など予期しない不具合の原因となります。
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修理を依頼される前に
漏水している場合は、水側と湯側の止水栓を
閉めてください。
その後、「アフターサービスについて」をご
参照いただき、修理を依頼してください。

水が止まらない
開閉ハンドルが開い
ていませんか？

開閉ハンドルが止水位置に合っていない場
合は、止水位置に合わせてください。 P.14

温度が安定しない、温度調節がうまくできない
給湯機器は正常に作
動していますか？

給湯器が正常に作動している場合でも、給
湯器と水栓の配管距離が長い場合は、湯が
出てくるまで時間がかかる場合があります。
湯の位置にして水を出したまま、しばらく
お待ちください。

－

給湯機器の温度は正
しく設定されていま
すか？

サーモスタット混合水栓は、湯水を混合し
て吐水温度を調整しています。給湯温度は
50℃以上60℃以下に設定してください。

P.6

他の場所 ( トイレ、
キッチン、洗面など )
で同時に水栓を使用
していませんか？

配管内の水圧が変化することで、温度が不
安定になる場合があります。他の場所の水
栓と同時に使用しないでください。 －

しばらく流したら、
湯が出てきません
か？

給湯器と水栓金具の配管距離が遠い場合は、
湯が出てくるまで時間がかかります。温度
が安定するまで湯を出し続けてからご使用
ください。

－

温度調節ハンドルを
水側にしたときの流
量が少なくありませ
んか？

流量が正しく調整がされていない可能性が
あります。「流量の調整」をご参照いただき、
湯側・水側の流量調節栓を調整してくださ
い。

P.27
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温度が安定しない、温度調節がうまくできない
【ガス給湯器をご使
用の場合】
流量を絞りすぎてい
ませんか？

適切な流量になるまで止水栓もしくは水栓
のハンドルを開いてください。 P.27

温度調節ハンドルの
表示と吐水温度は
合っていますか？

給湯器の設定温度、季節による給水温度変
化により、表示どおりにならなかったり、
吐水温度が変化する場合があります。温度
調節ハンドルの位置を調節してください。
大きく位置がズレている場合は、「温度調節
ハンドルの位置調整」をご参照いただき、
温度調節ハンドルの位置を調整してくださ
い。

P.29

キッチンや洗面水栓
の温度調節は問題な
くできていますか？

【他の場所の水栓も不安定な場合】
給湯器に原因がある可能性があります。給
湯器メーカーにお問い合わせください。
【浴室の水栓のみ不安定な場合】
温度調節ハンドルの位置を再調整してくだ
さい。

P.29

流量調節栓は調整さ
れていますか？

湯の流量が少ないと、給湯器が点火しませ
ん。「流量の調整」をご参照いただき、湯側・
水側の流量調節栓を調整してください。

P.27

ストレーナーにゴミ
が詰まっていません
か？

ストレーナーにゴミが詰まっている場合は
取り除いてください。 P.19

高温の湯しか出ない
水側の流量調節栓は
十分開いています
か？

「流量の調整」をご参照いただき、流量を調
整してください。 P.27
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低温しか出ない
給湯器の設定温度は
希望の温度より低い
もしくは同じくらい
になっていません
か？

サーモスタット混合水栓は、湯水を混合し
て吐水温度を調節しています。給湯温度は
50℃以上60℃以下に設定してください。 P.6

湯側の流量調節栓は
十分開いています
か？

「流量の調整」をご参照いただき、流量を調
整してください。 P.27

高温の湯が出ない
給湯器の温度は正し
く設定されています
か？

サーモスタット混合水栓は、湯水を混合し
て吐水温度を調節しています。給湯温度は
50℃以上60℃以下に設定してください。

P.6

【高温出湯規制仕様】
故障ではありませ
ん。

ヤケド防止のため温度調節ハンドルは約
45℃付近でストップし、それ以上まわらな
いようになっています。

－

水が出ない
流量調節栓は十分に
開いていますか？

「流量の調整」をご参照いただき、流量を調
整してください。 P.27

断水中ではありませ
んか？

回復するまでお待ちください。 －

緊急止水弁が作動し
ていませんか？

「緊急止水弁の解除方法」を参照いただき、
緊急止水弁を解除してください。 P.5

ストレーナーにゴミ
が詰まっていません
か？

ストレーナーにゴミが詰まっている場合は
取り除いてください。 P.19

水栓から音がする
開閉ハンドルを早く
閉めていませんか？

水を止めたときに『ドン』と音がするウォー
ターハンマー現象が考えられます。流量調
節栓で流量を適切に調整いただくか、ゆっ
くりと開閉ハンドルを閉めてください。

P.27
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水栓から音がする
流量は流量調節栓で
適切に調整されてい
ますか？

流量が多いと、水が流れる流水音がします。
「流量の調整」をご参照いただき、流量を調
整してください。

P.27

流量が少ない
開閉ハンドルは十分
に開いていますか？

開閉ハンドルを十分に開けてご使用くださ
い。 P.14

流量調節栓は十分に
開いていますか？

「流量の調整」をご参照いただき、流量を調
整してください。 P.27

給湯器の温度は正し
く設定されています
か？

サーモスタット混合水栓は、湯水を混合し
て吐水温度を調節しています。給湯温度は
50℃以上60℃以下に設定してください。

P.6

ストレーナーにゴミ
が詰まっていません
か？

ストレーナーにゴミが詰まっている場合は
取り除いてください。 P.19

流量が多い
流量調節栓を適切に
絞っていますか？

「流量の調整」をご参照いただき、流量を調
整してください。 P.27

接続部から水漏れする
吐水口接続部から水
が漏れていません
か？

本体と吐水口部を接続している袋ナットを
工具を用いてしっかりと締め付けてくださ
い。
吐水口が外れた場合は、「吐水口の取付方法」
をご参照ください。

P.31

取付脚と本体の接続
部から水が漏れてい
ませんか？

本体と取付脚を接続している袋ナットを工
具でしっかりと締め付けてください。 P.31

以上の確認を行っていただいても問題が解決されない場合は、「アフター
サービスについて」をご参照いただき、お買い求めの取扱店または LIXIL
修理受付センターまでお問い合わせください。
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●流量の調整
流量が多い場合は、湯側・水側の流量調節栓をそれぞれ次の手順で調整し
てください。

吐水口先端に緊急止水弁がついているため、
水が出ません。
緊急止水弁先端を手で押し込みながら調節し
てください。

1.	温度調節ハンドルを上側 ( 水 ) いっぱ
いにまわす。

2.	開閉ハンドルを上側へまわし、全開で
水を出す。

3.	マイナスドライバーで水側 ( 右 ) の流
量調節栓をまわし、最適な流量に調整
する。
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4.	温度調節ハンドルの目印と適温の目安
位置を合わせる。

5.	開閉ハンドルを上側へまわし、全開で
水を出す。

6.	マイナスドライバーで湯側 ( 左 ) の流
量調整栓をまわし、最適な流量に調節
する。

 ポイント
最適な流量とは、洗面器 ( 容量 3L) が 10 秒弱でいっぱいになる流量
です (= 約 20L/ 分 )。
※シャワーでも快適な流量になっていることを確認してください。
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●温度調節ハンドルの位置調整
吐水温度と温度調節ハンドルの表示
が合っていない場合は、次の手順で
再調整をしてください。
LIXIL 修理受付センターにおいても
ハンドル調整を承りますが、保証期
間内でも 有料作業 となります。

1.	開閉ハンドルを上側いっぱいにまわし
て、目印に関係なく吐水温度が適温 ( 約
40℃ ) になるように温度調節ハンド
ルをまわしたのち、湯水を止める。

• 温度調節ハンドルには、安全ボタンがついており、適温の目安位
置を少し過ぎたところで一度ロックされます。さらに高温側にま
わしたいときは、安全ボタンを押しながらまわしてください。

• 品番によって操作方法が異なります。
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2.	精密ドライバー ( － ) をカバーと温度
調節ハンドルのくぼみに差し込み、温
度調節ハンドルがまわらないようにカ
バーを取り外す。

3.	ドライバー ( ー ) をキャップと温度調
節ハンドルの間に差し込み、温度調節
ハンドルがまわらないようにキャップ
を取り外す。
カバー・キャップを取り外すときは、
慎重に取り外してください。
無理に取り外そうとすると、キズ、
破損の原因となります。

4.	手で温度調節ハンドルを引き抜く。
温度調節カートリッジは、絶対に外
さないでください。

5.	取り外した温度調節ハンドルの目印が
適温の目安位置に合うように温度調節
ハンドルを手で取り付ける。

6.	温度調節ハンドルがまわらないように
キャップ、カバーの順番に手でしっか
り奥まで挿入して取り付ける。
取り付けたあとは、温度調節ハンド
ルの目印を適温の目安位置に合わせ
て吐水温度が適温 ( 約 40℃ ) になっ
ているかを確認してください。
高温の湯が出てヤケドをするおそれ
があります。
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●吐水口の取付方法

1.	U パッキンを水栓本体に挿入してから
吐水口を差し込む。
U パッキンは、溝を上にして挿入し
てください。

2.	モンキーレンチ等の工具で固定ナット
をしっかり締め付ける。

●取付脚と本体接続部の締付方法

モンキーレンチ等の工具で袋ナットをしっ
かりと締め付ける。
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アフターサービスについて
1..修理サービスを依頼される前に
「修理を依頼される前に (P.23)」を確認してください。

  

 

 ＜連絡していただきたい内容＞ 
 1. ご住所、ご氏名、電話番号 
 3. 品番（商品に表示、右記参照） 
 5. 故障内容、異常の状況 

 2. 商品名 
 4. ご購入日 
 6. 訪問ご希望日

（ ゴールデンウィーク、夏期休暇、年末等は緊急時のみ対応 ）



記

 

 

　　

 
 

 ： 　  

 

　
  

 　　　

 ホームページアドレス  https: //www.lixil.co.jp/ 

  

 ・保証書は再発行しませんので、紛失されないよう大切に保管してください。 
 ・ お客さまにご記入いただくこの保証書の個人情報につきましては、保証期間内の無料修理 対応およびその後の
安全点検活動のために利用させていただきます。 

 1.「取扱説明書」・「ラベル」などの注意書に従った正常な使用・維持管理状態で、保証期間内に故障した場合、無料修理いたします。 
 2. 無料修理をお受けになる場合、お買い求めの取扱店にご依頼のうえ、本書をご提示ください。 
 3. ご転居、ご贈答品などで、本書に記載の取扱店に修理を依頼できない場合は、取扱説明書に記載のお客さま相談センターまたは
LIXIL 修理受付センターにご相談ください。 
 4. 保証期間内でも、以下の場合、有料修理とさせていただきます。（免責事項） 
 ⑴  用途以外（車両、船舶及び使用頻度が極度に高い業務用等）に使用した場合の故障及び損傷等の不具合 
 ⑵  指定業者や施工説明書等に基づかない施工及び工事に起因する不具合 
 ⑶  お客さまが適切な使用・維持管理を行わなかった事による故障及び損傷等の不具合 
 ⑷  専門業者以外による移動・修理・分解などに起因する不具合 
 ⑸  建築躯体の変形（強度不足・ゆがみ）等製品以外の不具合に起因する当該製品の不具合 
⑹   経年変化使用に伴う外観上の現象（塗装の色あせ、もらい 等）または使用に伴う消耗部品の摩耗等により生じる不具合 
 ⑺  海岸付近、温泉地などの地域における腐食性の空気環境及び公害環境（煤煙、塩害、砂塵、各種金属粉、硫化水素ガスなど各種ガス）
に起因する不具合 

 ⑻  小動物（犬、猫、ねずみ、昆虫等）の行為または蔓（つる）や根などの植物の害に起因する不具合 
 ⑼  天災地変（火災、爆発等事故、落雷、地震、噴火、風水害、津波、地盤沈下、凍結、雪害等）に起因する不具合による故障及び
損傷 

 ⑽  戦争・暴動等の破壊行為または犯罪等の不法行為に起因する破損や不具合 
 ⑾  自然現象や住環境に起因する結露・染み出し・かび等の現象 
 ⑿  消耗品（浄水カートリッジ、パッキン、ヒューズ、電池等）類の消耗に起因する故障および損傷などの不具合 
 ⒀  温泉水、井戸水などであって水道法に定められた飲料水の水質基準に適合しない水を給水したことに起因する故障及び損傷不具合 
 ⒁  寒冷地仕様でない製品の場合の凍結による故障及び損傷 
 ⒂  給水・給湯配管の 、砂やごみなどの異物の配管内流入及び水あか固着に起因する不具合 
 ⒃  ガス・電気・給水等の供給で指定された以外の環境（異常ガス圧、異常電源・電圧・周波数、異常電磁波、異常水圧・水質、音、
振動等）に起因する故障及び損傷などの不具合 

⒄   保証書の期限切れまたは提示がない場合 
 ⒅  本書にお取付日・お客さまのお名前・取扱店名の記入のない場合、あるいは字句の書き替えられた場合 

 5. 本書は日本国内においてのみ有効です。 
 6. 本書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて、無料修理を行うことをお約束するものです。従って、本書によって、お客さま
の法律上の権利を制限するものではありません。保証期間経過後の修理など、ご不明な場合、お買い求めの取扱店または取扱説明書
に記載のお客さま相談センターにお問い合わせください。 
 7. 修理に必要な補修用性能部品の保有期間は、製造打切後10ヵ年です。 

 お客さまへ 

 無料修理規定（保証規定） 

修理のご依頼はLIXIL 修理受付センターまで商品のお問い合わせはお客さま相談センターまで

受付時間 平日 9:00～18:00
土日・祝日 9:00～17:00

（ゴールデンウィーク、夏期、年末年始の休みは除く)

TEL 0120-179-400
FAX 0120-179-430

※フリーダイヤルは携帯電話･
PHS ･IP電話などではご利用
できない場合がございます。

　下記番号をご利用ください。
TEL 0562-40-4050
FAX 0562-40-4053

■WEB修理依頼はこちら
　※24時間依頼可能

https://www.lixil.co.jp/support/

TEL 0120-179-411
FAX 0120-179-456

■お電話でも修理を承ります
　受付時間／9:00～19:00

GMS-2076(22030)

無効


